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(57)【要約】
【課題】遊技球通路に通路内装飾板を配設してもガラス
板の損傷を防止できるパチンコ機を提供すること。
【解決手段】遊技に関する演出を表示するための表示装
置１５と、該表示装置１５の周囲に設けられた装飾枠部
材１６と、遊技盤３の遊技領域を視認可能に覆うガラス
板２２とを備えたパチンコ機において、遊技領域に設定
された右打ち用通路（遊技球通路）２０の内底面に装飾
が施された通路内装飾板１８を配設すると共に、遊技球
が通過可能な距離を隔てて通路内装飾板１８に対向する
防護板３０を配設し、少なくとも遊技盤面１４と通路内
装飾板１８の上流側先端部との境界部分を防護板３０に
よって覆うようにした。
【選択図】図３
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ガイドレールにより遊技領域が区画形成された遊技盤と、前記遊技領域に設けられた遊
技に関する演出を表示するための表示装置と、前記表示装置の周囲に設けられた装飾枠部
材と、前記遊技領域を視認可能に覆うガラス板とを備え、前記遊技領域に向けて発射され
た遊技球が該遊技領域内を流下するように構成されたパチンコ機において、
　前記装飾枠部材の周壁と前記ガイドレールとの間に遊技球を通過可能な遊技球通路が設
けられており、この遊技球通路の内底面に位置する前記遊技盤の盤面に沿って装飾が施さ
れた通路内装飾板を配設すると共に、遊技球が通過可能な距離を隔てて前記通路内装飾板
に対向する防護板を配設し、少なくとも前記遊技盤の盤面と前記通路内装飾板の上流側先
端部との境界部分が前記防護板によって覆われていることを特徴とするパチンコ機。
【請求項２】
　請求項１の記載において、前記防護板は少なくとも一部が透過性を有するプラスチック
材料で形成されており、この防護板を透過して前記通路内装飾板に施された装飾が目視可
能となっていることを特徴とするパチンコ機。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　　本発明は、遊技球を用いて遊技を行うパチンコ機に関する。
【背景技術】
【０００２】
　一般に、パチンコ機には、遊技盤内の外レールと内レールとによって区画形成された遊
技領域に、特別図柄を表示する特別図柄表示装置、所定の演出を表示する表示装置、特別
図柄に係る電子抽選の契機となる特定入賞口（始動口）などが設けられており、該遊技領
域に向けて発射された遊技球が、この特定入賞口に入賞すると特別図柄に係る電子抽選が
行われると共に、特別図柄表示装置において特別図柄を変動させた後に停止させるといっ
た態様の表示を行って電子抽選の結果を報知している。この電子抽選の結果が大当たりで
あった場合には、特別図柄表示装置に大当たりであることを示す特別図柄が停止表示され
ると共に、遊技者にとって有利な大当たり遊技状態に移行する。
【０００３】
　この大当り遊技状態に移行する前の通常遊技状態においては、遊技者は、通常、遊技球
を中央に位置する表示装置の左側の遊技領域に向けて発射し、特定入賞口に入賞させるよ
うに遊技を行う。これに対し、大当り遊技状態等の特別遊技状態に移行した場合には、表
示装置の右側の遊技領域を使用する遊技を行わせるパチンコ機が提供されている（特許文
献１）。このようなパチンコ機では、最上部の遊技領域において、外レールと表示装置を
囲うように設けられた装飾枠部材の周壁との間に、遊技球が１個分通過可能な右打ち用通
路が形成されており、遊技球は該通路を通ることで右側の遊技領域に放出されるようにな
っている。したがって、このようなパチンコ機において特別遊技状態に移行すると、遊技
者は、発射ハンドルを操作して遊技球を強く発射させ、この右打ち用通路を通って右側の
遊技領域に遊技球を打ち出すように遊技することとなる。いわゆる、右打ち遊技と言われ
るものである。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特開２０１０－２２７４９８号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　この右打ち遊技の場合、図８に示すように、外レール１１と内レール１２との間に形成
された発射通路１３から強く放出された遊技球ａは、遠心力により外レール１１の内壁に
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沿って移動して右打ち用通路２０に進入することとなる。ここで、パチンコ機は、遊技盤
面１４が垂直面に対してわずかに前傾して設置されるので、外レール１１の内壁に沿って
移動する遊技球ａは、同時に、遊技盤面１４に沿って移動しながら右打ち用通路２０に進
入することとなる。遊技盤面１４の右側の領域には、特別遊技状態において開閉するいわ
ゆる電子チューリップ９等が配置されている。表示装置１５の周囲には、それを囲うよう
に装飾枠部材１６が設けられており、該装飾枠部材１６の上部の周壁１７と外レール１１
とで囲まれた領域が、右打ち用通路２０として機能している。図８に示すように、該右打
ち用通路２０は、遊技者から見て、単に遊技球を通過させるための通路として機能してい
るのみで、遊技盤面１４の構成としては面白味のないものとなっている。
【０００６】
　そこで、この装飾枠部材１６に、装飾枠部材１６の通路内周壁１７から遊技盤面１４に
沿って延びる通路内装飾板１８を突設し、この通路内装飾板１８に装飾を施して右打ち用
通路２０の内底面に配置することが考えられる。この通路内装飾板１８は、外レール１１
に当接する領域まで立設することができるので、遊技盤の正面前方に座る遊技者からみる
と、装飾枠部材１６の周辺部分の装飾効果を向上させるものとなる。　
　図９に、遊技盤面上部の右打ち用通路２０部分の拡大図を、遊技者側から見る正面図で
示す。遊技者側から見ると、通路内装飾板１８が、遊技盤面１４の前面に設けられるガラ
ス扉のガラス板２２（図１０では省略）を通して観察することができる。
【０００７】
　しかしながら、右打ち用通路内２０に、装飾効果を向上させるためのこのような通路内
装飾板１８を設けると、図１０に示すように、該通路内装飾板１８の厚みによって遊技盤
面１４からの段差２１が形成されることとなる。図１０は、図９の二点鎖線ｑにおける遊
技盤面１４に垂直な断面を上方から見た図である。
　遊技球ａは、上記したように遊技盤面１４上を移動しながら右打ち用通路２０に進入す
るので、この段差部２１に激しく衝突し、図１０に示すように、遊技盤面１４に対して所
定の間隔で配置されているガラス板２２の方向に跳ね返ることとなり、これによって遊技
球ａとガラス板２２との衝突が発生する。
　遊技者が右打ち遊技を行う場合には、通常、発射ハンドルを限度まで目一杯回して遊技
球を発射させるので、発射速度はほぼ一定となることから、遊技球ａとガラス板２２との
衝突位置もほぼ同一位置となる。このような衝突が長時間発生すると、ガラス板２２の衝
突部分２２ａがえぐれて醜くなったり、或いはガラス板２２が損傷したりするような事態
が発生する。このような事態が発生すると、遊技盤を交換する際などに、ガラス板２２を
嵌めたガラス扉を併せて交換しなければならず、ガラス扉の再利用ができないこととなる
。
【０００８】
　本発明は、上記した実情に鑑みてなされたものであり、その目的は、遊技球通路に通路
内装飾板を配設してもガラス板の損傷を防止できるパチンコ機を提供することである。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　上記目的を達成するため、本発明は、ガイドレールにより遊技領域が区画形成された遊
技盤と、前記遊技領域に設けられた遊技に関する演出を表示するための表示装置と、前記
表示装置の周囲に設けられた装飾枠部材と、前記遊技領域を視認可能に覆うガラス板とを
備え、前記遊技領域に向けて発射された遊技球が該遊技領域内を流下するように構成され
たパチンコ機において、前記装飾枠部材の周壁と前記ガイドレールとの間に遊技球を通過
可能な遊技球通路が設けられており、この遊技球通路の内底面に位置する前記遊技盤の盤
面に沿って装飾が施された通路内装飾板を配設すると共に、遊技球が通過可能な距離を隔
てて前記通路内装飾板に対向する防護板を配設し、少なくとも前記遊技盤の盤面と前記通
路内装飾板の上流側先端部との境界部分が前記防護板によって覆われていることを特徴と
している。
【００１０】
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　このように構成したことにより、本発明は、装飾枠部材の周壁とガイドレールとの間に
設けられた遊技球通路内にも装飾を施した装飾枠部材を配置することができると共に、ガ
ラス板を損傷することのないパチンコ機を提供することができる。また遊技球は、遊技球
通路内の少なくとも上流側においては、防護板に跳ね返るとしてもガラス板には跳ね返る
ことがないので、遊技球を発射する遊戯中において、遊技球とガラス板との衝突による騒
音が軽減されるパチンコ機を提供することができる。
【００１１】
　上記目的を達成するため、本発明は、前記防護板は少なくとも一部が透過性を有するプ
ラスチック材料で形成されており、この防護板を透過して前記通路内装飾板に施された装
飾が目視可能となっていることを特徴としている。
【００１２】
　このように構成したことにより、防護板の奥側に位置する通路内装飾板に施された装飾
が見えるようになり、かつ、遊技球通路を通過する遊技球の様子も見ることができる。
【発明の効果】
【００１３】
　本発明によれば、装飾枠部材の周壁とガイドレールとの間に設けられた遊技球通路内に
おいても通路内装飾板を設けることができ、しかもガラス板が損傷することのないパチン
コ機を提供することができる。
【図面の簡単な説明】
【００１４】
【図１】本発明の実施の形態例に係るパチンコ機の遊技盤上部の正面図。
【図２】図１に示すパチンコ機のガラス扉を開けた状態での左上方からの斜視図。
【図３】図２に示すパチンコ機の右上方からの、外レールを除いて見た拡大斜視図。
【図４】図１に示すパチンコ機の右打ち通路部分の正面拡大図。
【図５】図４に示す右打ち通路部分の二点鎖線ｑでの断面を上方から見た図。
【図６】本発明の他の実施の形態例に係るパチンコ機の通路内装飾板の正面図。
【図７】図６に示す通路内装飾板を用いた場合に、図５と同様に、右打ち通路部分の断面
を上方から見た図。
【図８】従来例にかかる盤面構成を示す正面図。
【図９】従来例に係る盤面構成での右打ち通路部分の拡大正面図。
【図１０】従来例に係る図９に示す右打ち通路部分の二点鎖線ｑでの断面を上方から見た
図。
【図１１】本発明の実施の形態例に係るパチンコ機の外観図。
【発明を実施するための形態】
【００１５】
　以下、本発明の実施の形態例を、図面を参照して説明する。なお、以下の説明において
は、遊技球が移動する方向に沿って下流方向（または下流）、その逆を上流方向（または
上流）という。また遊技盤の正面を遊技者側から見た上下、左右を、それぞれ上・下、左
・右と言う。同様に、手前とは、遊技者側への方向を言う。
【００１６】
　図１１に示すように、本発明の実施の形態例に係るパチンコ機Ｐは、遊技場の島設備に
設置される縦長方形状の機枠１と、機枠１に扉状に開閉自在に取り付けられた前面枠２と
、前面枠２の内側に収容された遊技盤３と、前面枠２の前面に扉状に開閉自在に取り付け
られ、中央に大きく開口部８が形成されたガラス扉４と、このガラス扉４の開口部８に取
り付けられた透明なガラス板２２と、前面枠２の下側に開閉自在に配設され、遊技球を収
容する受皿７を有する前面ボード５と、前面枠２の下部に設けられた発射装置（図示せず
）と、前面ボード５に取り付けられたハンドル６等を具備している。遊技盤３はガイドレ
ールによって区画された遊技領域を有しており、このガイドレールは外レール１１と内レ
ール１２（図８参照）によって構成されている。
【００１７】
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　表示装置１５は、遊技盤３の略中央部に設けられ、始動入賞口３７に遊技球が入賞する
ことを契機に行われた特別図柄に係る電子抽選の結果に基づいて所定の演出態様を表示す
るものであって、本実施形態では液晶表示装置が用いられている。
【００１８】
　さらに、前面ボード５には、遊技球を収容するとともに、外部に排出可能な受皿７が取
り付けられている。この受皿７は、遊技者が投入した遊技球を収容するだけでなく、賞球
払出装置（図示せず）から賞球として払い出された遊技球も収容可能となっている。この
受皿７に収容されている遊技球が発射装置に１個ずつ供給される。そして、ハンドル６を
回動させると、その回動量に応じた発射強度で発射装置が遊技球を遊技領域１４へと発射
することができるようになっている。
【００１９】
　図１ないし図４に示すように、遊技盤３には、表示装置１５を囲むように、表面に装飾
が施された装飾枠部材１６が設けられている。該装飾枠部材１６の上部には、遊技盤面１
４から手前に立設する通路内周壁１７が設けられており、該通路内周壁１７と外レール１
１とで上下に挟まれた空間によって右打ち用通路２０が形成されている。
【００２０】
　また、装飾枠部材１６には、その通路内周壁１７から遊技盤面１４に沿って立設し、装
飾が施された通路内装飾板１８が設けられている。この通路内装飾板１８は、装飾枠部材
１６を遊技盤面１４に取り付けると、右打ち用通路２０内に位置するように形成されてい
る。その際、遊技盤面１４と通路内装飾板１８の上流側先端部との境界部分には、該通路
内装飾板１８の厚みに相当する段差２１を生じることになるが（図１０参照）、後述する
ように、通路内装飾板１８の上流側先端部には面取り形状ののり面１８ａが形成されて斜
めになっている。
【００２１】
　また、通路内装飾板１８に対向して、防護板３０が設けられている。該防護板３０は、
図３から明らかなように、装飾枠部材１６の通路内周壁１７の手前側に、遊技盤面１４と
平行するように、かつ通路内装飾板１８との間に遊技球が通過しうる距離を隔てて、立設
されている。また、防護板３０の上辺は、図４に示すように、外レール１１に達すること
がない高さに形成されており、したがって、遊技球ａが右打ち通路２０を通過すると、外
レール１１と防護板３０との間に形成されるスリット２０’から、移動する該遊技球ａの
上部がガラス板２２を介して、直接観測できるように構成されている。また、該防護板３
０は、遊技球通路である右打ち通路２０の入口側に、遊技球ａの流下方向に沿った所定長
さを持って設けられている。さらに、該防護板３０は、プラスチック製であって、少なく
ともその上部は透明素材からなっており、該防護板３０を介して、奥の通路内装飾板に形
成された装飾が見えるように、かつ、通過する遊技球ａの過半が見えるように構成されて
いる。
【００２２】
　通路内装飾板１８および防護板３０は、図３ないし図５に示すように、下流側に向けて
通路内周壁１７から徐々に立ち上がるように構成され、さらに遊技球ａの進入側の端面が
通路内側に向けて次第に厚くなるように面取り形状に形成されている。したがって、通路
内装飾板１８および防護板３０の上流側先端部には、遊技球の進入方向に対して傾斜する
のり面１８ａ、３０ａがそれぞれ形成されている。
【００２３】
　通路内装飾板１８および防護板３０は、その入口側が遊技者側から見てほぼ相似形に形
成されているが、図４および図５に示すように、防御板３０が、通路内装飾板１８よりも
わずかに上流側にシフトして設けられている。つまり、防護板３０は、通路内装飾板１８
の流側先端部に形成されたのり面１８ａを覆うように、通路内装飾板１８よりも遊技球の
流れの上流側の位置から立設している。
【００２４】
　このように、右打ち用通路２０は、上下を外レールおよび通路内周壁１７で、手前およ
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び奥を防護板３０および通路内装飾板１８でほぼ囲まれて、遊技球１個分が通過可能な通
路として構成されている。
【００２５】
　右打ち遊技において、外レール１１と内レール１２との間に形成された発射通路１３か
ら強く放出された遊技球ａは、図１に示すように外レール１１と遊技盤面１４に沿って遊
技領域に打ち出され、この遊技領域内に配設された右打ち用通路２０に進入する。図５に
示すように、遊技盤面１４に沿って右打ち用通路２０に進入してきた遊技球ａは、通路内
装飾板１８ののり面１８ａに衝突して、ガラス板２２の方向に跳ね返る。しかし、この遊
技球ａは、ガラス板２２に衝突することなく、前方に設けられた防護板３０の内側面３０
ｂに衝突する。
【００２６】
　ここで、遊技球ａは、通路内装飾板１８ののり面１８ａから跳ね返るので、図１０に示
した例に比べて、下流方向に跳ね返ることとなる。従って、防護板３０へは斜め方向から
衝突することとなり、防護板３０への衝撃力が緩和される。しかも防護板３０はプラスチ
ックで作製されているので、その衝突に伴う騒音は、ガラス板２２に衝突する場合に比べ
て遥かに軽減される。また、防護板３０は右打ち通路２０の入口側（上流側）にのみ設け
られているが、これは、遊技球ａの跳ね返る衝撃力が、通路内装飾板１８ののり面１８ａ
からのものが最も大きいことによるものである。
【００２７】
　このように、本発明では、通路内装飾板１８を設けて装飾性を向上させたとしても、右
打ち通路２０の上流側におけるガラス板２２への遊技球ａの衝突を防護板３０によって防
止することができるので、ガラス板２２の損傷を防止でき、遊技盤３を取り替える際にガ
ラス扉４の再使用をすることができる。また、ガラス板２２に遊技球が激しく衝突するこ
とがないので、右打ち遊技中における騒音を軽減することができる。さらに、通路内装飾
板１８および防護板３０の進入口側にのり面１８ａ、３０ａが形成されているので、遊技
球ａが外レール１１や遊技盤面１４に沿って流下しない場合でも（発射ハンドルの回動量
が少ないと、そのような場合が生じる）、右打ち通路２０内に円滑に誘導することができ
る。
【００２８】
　また、防護板３０は、通路内装飾板１８よりも遊技球の流れの上流側の位置から立設し
ているので、遊技球ａが通路内装飾板１８に衝突してガラス板側に不規則に跳ね返ったと
しても、遊技球とガラス板との衝突を確実に回避することができる。
【００２９】
　さらに、防護板３０は、図３および図４に示すように、遊技球の流れの上流側から下流
側に向かって徐々に高くなるような傾斜が形成されていると共に、防護板３０の遊技球通
路側内壁面の上端部には、上方から下方にかけて前記防護板の厚さを厚くする上端側テー
パー面３０ｃが形成されている。したがって、遊技球ａが防護板３０側に跳ね返っても、
防護板３０と上レール１１との間隙に遊技球ａが挟まれることなく下流側に確実に流れる
ので、右打ち用通路２０内で遊技球の玉詰まりが発生することはない。
【００３０】
　なお、本発明は上述した実施形態に限定されることはなく、特許請求の範囲に記載され
た発明の技術思想の範囲で様々な変形が可能である。変形例としては、例えば以下のもの
がある。
（１）上述した実施形態では、通路内装飾板１８の上流側先端部にのり面（斜面）１８ａ
を設けたが、該のり面１８ａは必ずしも設ける必要はない。しかしながら、該のり面１８
ａを、図６（ｂ）に示すように、遊技球の流れの上流側から下流側に向かって鋭角αとな
るようにテーパー面１８ａ’として形成すると、図７に示すように、該テーパー面１８ａ
’で跳ね返る遊技球は、図５および図６（ａ）と対比して明らかなように、より下流方向
に跳ね返るので、防護板に当たる衝撃力はより小さくなる。したがって、騒音をより小さ
くすることができる。
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（２）上述した実施形態では、防護板３０に進入側テーパー面３０ａ、或いは上端側テー
パー面３０ｃが設けられているが、防護板３０と外レールとの間隙を遊技球の半径（５．
５ミリメートル）未満に設定すると、この間隙に遊技球が嵌ることはないので、これらテ
ーパー面は必ずしも必要ない。しかしながら、これらテーパー面を設けることにより、外
レール１１や遊技盤面１４に沿って流下しない遊技球ａを右打ち通路２０内に円滑に案内
することができる。
（３）防御板３０の少なくとも上部は透明素材で作製されているが、防護板３０と外レー
ルとの間隙を、遊技球が通過していることを視認することが可能な幅に設定することで、
必ずしも透明素材でなくても良い。しかし、この場合、防護板３０は、奥側の通路内装飾
板１８の視認の妨げにならないように、流下方向での長さを最小限にする必要がある。
（４）防護板３０の遊技球ａが衝突する面には、透明な消音シールを貼付するなどの消音
処理を施すことができる。このような消音処理を施すことで、遊技球ａの衝突による騒音
を一層軽減することができる。
【符号の説明】
【００３１】
　３　遊技盤
　４　ガラス扉
　１１　外レール
　１２　内レール
　１３　発射通路
　１４　遊技盤面
　１５　表示装置
　１６　装飾枠部材
　１７　通路内周壁
　１８　通路内装飾板
　１８ａ　のり面
　２０　右打ち用通路（遊技球通路）
　２２　ガラス板
　３０　防護板
　３０ａ　のり面
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